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赤外線通信による吸い上げ

111メインメニューより [  データ吸い上げ ]を実行、または RTC-11
本体の < IR>ボタンを押します。

222[機種選択 ]から吸い上げを行うサーモレコーダーの種類を選択します。

RT / RS-13シリーズは Thermoを選択してください。RT-23S / RT-32S / 
RU-21は Miniを選択後、吸い上げ期間を選択してください。

*  < IR>ボタンで吸い上げを行う場合は、この画面は表示されず前回と同じ設定で
通信を開始します。

333矢印を [実行 ]に合わせてジョグダイヤルを押し、RTC-11とサーモレ
コーダーの赤外線通信ポートを向かい合わせます。（P.23参照）
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444吸い上げを行うサーモレコーダーから応答があると、自動的に記録デー
タの吸い上げを開始します。

応答待ち 記録データ吸い上げ中

* 吸い上げを中止する場合はジョグダイヤルを押します。

555吸い上げられた記録データがグラフ表示されます。

吸い上げ中の画面について

データ吸い上げ中は、受信できた時点までの最大値・最小値とグラフが

表示されます。吸い上げ中にジョグダイヤルを長押しすると、表示する

チャンネルを切り替えることができます。

記録データ吸い上げ中にジョグダイヤル長押し

最大値

最小値
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記録データの吸い上げができない場合

以下の点をご確認ください。

RTC-11本体のメモリ残量が不足していませんか？
本体のメモリ残量が不足している場合は、[メモリ フル ]と表示され、吸い上げ
を中止します。記録データをパソコンに吸い上げる、不要なデータを削除する
など、メモリ残量を増やしてから再度吸い上げを行ってください。

 - メモリ使用量の確認方法は P.39を参照してください。

 - データの削除方法は P.41を参照してください。

赤外線通信機能が禁止されていませんか？
赤外線通信が "許可 "に設定されていない RT / RS-13シリーズ / RT-23S / 
RT-32S / RU-21は赤外線通信でのデータ吸い上げを行うことができません。
THERMO RECORDER for Windowsまたは THERMO RECORDER PHOTO・
UV for Windowsで赤外線通信を許可してから、再度吸い上げを行ってください。
 - THCO2のアプリケーションには "許可 / 禁止 "の設定がありません。常に "許可 "の状態にあり
ます。

 - 赤外線通信の設定方法は各アプリケーションの取扱説明書、またはヘルプを参照してください。
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グラフ画面について

RTC-11で吸い上げた記録データをグラフ表示します。

グラフは 1チャンネルごとに表示され、本体のジョグダイヤルやボ
タンによって操作を行います。

グラフの見方と操作方法

11

21

31 61

41

51

111表示チャンネル
記録データが複数チャンネル分ある場合、ジョグダイヤルを長押し（約 1秒）
するとチャンネルが切り替わります。

211カーソル
ジョグダイヤルを回して左右に移動させ、カーソルを合わせた位置の測定日時
と測定値を表示させることができます。

311記録間隔と記録モード
現在開いているデータの記録間隔と記録モードを表示します。

S：秒　M：分　 ：ワンタイム　 ：エンドレス

41カーソル位置の測定値
現在カーソルがある日時の測定値を表示します。

[℃ ]：温度　[％ RH]：湿度　[hPa]：大気圧　[lx]：照度　[mW/cm2]：紫外線量
[V]：電圧　[mA]：4-20mA　[Pulse ] [Pulse ]：パルス　[ppm]：CO2濃度　

：立ち上がり（OFF -> ON）　 ：立ち下がり（ON -> OFF）

51グラフ表示範囲
記録データ全体の中で、現在グラフ表示されている範囲を示しています。
RTC-11本体の < LIST>ボタンで拡大、< IR>ボタンで縮小できます。

61カーソル位置の日時
現在カーソルがある日時を表示します。
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イベントは入力電圧 0～ 30Vの範囲内で、1秒以上持続した波形の立ち
上がり（Lo -> Hi）および、立ち下がり（Hi -> Lo）の時刻を、1秒ごと
に測定し、変化があった時刻を記録します。

1秒間内に立ち上がり、立ち下がり、両方あった場合

立ち上がり、立ち下がりの変化例
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保存データをグラフ表示する

111メインメニューより [データリスト ]を実行、または < LIST>ボタ
ンを押します。

222データ選択画面から表示したいデータを、ジョグダイヤルを回して選
び、ジョグダイヤルを押します。

メインメニュー データを選択

カーソルで指定されたデータは反転表示されます。保存データリストの詳細
は次頁を参照してください。

333[グラフ表示 ]を実行すると、グラフが表示されます。

イベントデータの場合は [イベントリスト ]を実行します。

温度 /湿度 /大気圧 /照度 /紫外線 /電圧 /パルス / CO2濃度データの場合

イベントデータの場合



36

データリストの見方

お使いいただくサーモレコーダーによって、表示内容が異なります。

機種名

機種によって表示内容が異なります。
RT-20S / 21S / 30S / 23S / 32S / 22S / 31S, RU-21:  
チャンネル名
RT / RS-10 / 11 / 12 / 12P / 13 / 13L / 13H:  
チャンネル名（Ch1）
RTW-20S / 30S, PTW-20S, RSW-20S, EUW-20S: 
子機名

機種名について
サーモレコーダーの機種名です。RT-13 / 12 / 11は RT-1x、RS-13 / 12 / 11は
RS-1xと表示されます。

チャンネル名について
パソコンからの記録条件設定時に入力したチャンネル名です。

子機名について
RTW-20S / 30S, PTW-20S, RSW-20S, EUW-20Sのサーモレコーダーで、パソ
コンからの記録条件設定時に入力した子機名です。チャンネル名を全角入力し
た場合は "……"で表示されます。

データ詳細表示の見方

データリスト画面で < LIST>ボタンを押すと、データの詳細を表示
することができます。

機種名

Ch名または
子機名記録間隔・

記録モード

データ数
吸い上げ日時

記録開始日時

記録停止日時または
最終記録日時

記録間隔・記録モードについて
記録間隔・記録モードは以下のように表示されます。

- ＝記録間隔：2秒、記録モード：ワンタイム

- ＝記録間隔：30分、記録モード：エンドレス
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その他の機能

RTC-11の動作設定や記録データの消去方法について説明
します。

 - 動作設定

 - データ消去
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動作設定

液晶バックライトの調整

111メインメニューより [動作設定 ] - [液晶バックライト ]を実行します。

222ジョグダイヤルを上に回すとバックライトが明るくなり、下に回すと
暗くなります。

333ジョグダイヤルを押すと、メニュー画面に戻ります。

液晶コントラストの調整

111メインメニューより [動作設定 ] - [液晶コントラスト ]を実行します。

222ジョグダイヤルを上に回すと液晶表示が濃くなり、下に回すと薄くな
ります。

333ジョグダイヤルを押すと、メニュー画面に戻ります。
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メモリ使用量を確認する

111メインメニュー [動作設定 ] - [メモリ使用量 ]を実行します。

222ジョグダイヤルを押すと、メニュー画面に戻ります。

時刻設定をする

111メインメニューより [動作設定 ] - [時刻設定 ]を実行します。

222変更したい項目を選択しジョグダイヤルを押します。
333ジョグダイヤルを回し時刻を合わせます。
444矢印を [戻る ]に合わせてジョグダイヤルを押すと、メニュー画面に戻
ります。
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操作ブザー音を消す

111メインメニュー [動作設定 ] - [操作ブザー ]を実行します。

現在の設定

222矢印を [ON]または [OFF]に合わせてジョグダイヤルを押します。

333矢印を [戻る ]に合わせてジョグダイヤルを押すと、メニュー画面に戻
ります。

操作音 OFF
ボタン操作時の音を消します。警報ブザーは鳴ります。

全て OFF
警報ブザーを含む全ての音を消します。

電池電圧を確認する

111メインメニュー [動作設定 ] - [電池電圧 ]を実行します。

222ジョグダイヤルを押すと、メニュー画面に戻ります。
電池電圧について
電池電圧が 2.30V前後になると電池寿命警告マークが点灯します
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データ消去

指定したデータを消去する（個別消去）

111メインメニューより [データリスト ]を実行し、リストから消去したい
データを選び、ジョグダイヤルを押します。

メインメニュー データを選択

222矢印を [個別消去 ]に合わせてジョグダイヤルを押します。

333確認画面が表示されます。そのまま消去する場合は [実行 ]、消去しな
い場合は [戻る ]を選びジョグダイヤルを押します。

444消去完了後、データ選択画面に戻ります。
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全データを消去する

111メインメニューより [動作設定 ] - [全データ消去 ]を実行します。

メインメニュー

222確認画面が表示されます。そのまま消去する場合は [実行 ]、消去しな
い場合は [戻る ]を選びジョグダイヤルを押します。

333消去完了後、ジョグダイヤルを押すと動作設定メニューに戻ります。
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その他

 - メニュー一覧

 - 製品仕様

 - オプション
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メニュー一覧

1データ吸い上げ

戻る

実行 データ吸い上げ終了後グラフを表示

機種選択 Thermo
Mini 吸い上げ期間指定 *

* RT-23S / RT-32S / RU-21のみ吸い上げ期間の指定ができます。

1データ吸い上げ

吸い上げ期間指定 *

データ吸い上げ終了後グラフを表示

* 吸い上げ期間の選択が可能な機種をご利用の場合に指定ができます。

1データ記録スタート

戻る

実行 記録設定を送信

スタート ソクジスタート

ヨヤクスタート

インターバル 機種ごとに異なる

記録モード * ワンタイム

エンドレス

'YY/MM/DD 
 XX:XX:XX

スタート時刻を設定

(予約スタート時のみ )

* RT-10 / RS-10はワンタイムしか選択できません。
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データリスト

戻る

ジョグダイヤル

で選択・決定

戻る

グラフ表示 (ジョグダイヤルを押
すと表示 )

戻る

続行

個別消去 戻る

実行

動作設定

戻る

液晶バックライト 戻る

OFF, 1～ 100

液晶コントラスト 戻る

0～ 100

メモリ使用量 戻る

使用量表示

全データ消去 戻る

実行

時刻設定 戻る

設定

操作ブザー 戻る

ON
操作音 OFF
全て OFF

電池電圧 戻る

電圧表示
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製品仕様

適合機種 RT-13, RS-13,RS-13L, THCO2, RS-13H, RT-12, RS-12, RS-12P, RT-11, 
RS-11, RT-10, RS-10, RT-23S, RT-32S, RU-21-TC / 21-Pt / 21-V / 21-mA 
/ 21-P, RT-22S, RT-31S, RT-20S, RT-21S, RT-30S, TEU-10, RTW-20S, 
RTW-30S, PTW-20S, RSW-20S, EUW-20S

記録データ数 256,000個
RT-23Sのフルデータ（16,000個× 1 Ch）×16台分 
RU-21のフルデータ（16,000個× 1 ch）×15台分 
RT-13のフルデータ（8,000個× 2 Ch）×16台分 
RS-12P / THCO2のフルデータ（8,000個×3 Ch）×10台分 
RS-13Lのフルデータ（8,000個× 4 Ch）×7台分 
フルデータでない場合は最大 250回分のデータを収集・管理可能

機能 接続機器のデータ吸い上げ、保存データのグラフ表示・接続機器の記録
開始設定、保存データの最大測定値 /最低測定値の表示

液晶表示 動作メニュー、保存データグラフ表示、電池寿命警告、
カレンダー付時計、コントラスト調整可能、液晶バックライト

電源 単 4アルカリ電池 (LR03)　2本
(単 4ニッカド・ニッケル水素 1.2V電池にも対応 )
専用 ACアダプタ AD-06A1（オプション）

電池寿命の目安 1日 1時間使用で 100日程度
*電池寿命は、電池の種類・測定環境・通信回数・周辺温度等により異
なります。

データバックアップ 約 1ヶ月間（電池電圧がなくなると保存データは消失します）

インターフェース
（対 PC）

USB
RS-232C通信 : 19200bps

インターフェース
（対サーモレコーダー）

RS-232C通信 : 9600～ 19200bps
光通信 : 2400～ 19200bps
赤外線通信

通信時間 - パソコンとサーモコレクター間
 USB（16,000個× 1 Ch）: 約 12秒
 USB（8,000個× 3 Ch）: 約 18秒
 USB（8,000個× 4 Ch）: 約 24秒
 RS-232C通信（16,000個× 1 Ch）: 約 22秒
 RS-232C通信（8,000個× 3 Ch）: 約 32秒
 RS-232C通信（8,000個× 4 Ch）: 約 42秒
- RT-23S / RT-32S / RU-21（16,000個×1 Ch）
 光通信 : 約 24秒、赤外線通信 : 約 55秒
- RT / RS-13シリーズ
 赤外線通信（8,000個× 2 Ch）: 約 55秒
 赤外線通信（8,000個× 3 Ch）: 約 63秒
 赤外線通信（8,000個× 4 Ch）: 約 77秒
- RT-22S / 31S
 光通信（16,000個× 1 Ch）: 約 24秒

本体寸法 H125㎜×W58㎜× D23.8㎜（突起部除く）

本体質量 約 110g（単 4アルカリ電池 2本を含む）

本体動作環境 温度 : 0 C～ 50 C、湿度 : 90％ RH以下 (結露しないこと )
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付属品 RTH-9010 (USB通信ケーブル / USB Aプラグ - USB mini-B) 1本
RTH-9060 (シリアル通信ケーブル ) 1本
単 4アルカリ電池 (LR03) 2本
取扱説明書 (保証書 ) 一式・ソフトウェア CD-ROM 1枚



オプション

シリアル通信ケーブル

[単位 :mm]

RTH-9020
ケーブル長 :約 1.5m
コネクタ形状：
専用コネクタ -D-sub9ピン

1500

RTH-9040
ケーブル長 :約 1.0m

1000

RTH-9060
ケーブル長 :約 1.0m
（本体付属）

1000

USB通信ケーブル

[単位 :mm]

RTH-9010
ケーブル長 :約 1.5m
（本体付属）

1500

ACアダプタ

AD-06A1
入力：AC100-240V
出力：DC6V, 500mA
周波数：50/60Hz
ケーブル長：1.8m



■製品に関するお問い合わせ先

　

http://www1especmic1co1jp/special/thermo_support1html

大阪オフィス/1 〒 572-0039 大阪府寝屋川市池田 3-11-17
Tel : 072-801-7805　Fax : 072-801-7806

〔お問い合わせ受付時間〕

月曜日～金曜日（弊社休日は除く） 9:00～ 12:00 / 13:00～ 17:00

再生紙を使用しています。
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